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　　　　 　　　　　 　　　『初めまして』

  初めまして。私、下平浩三の母です。

　浩三は今から４年前、トイレでたお

れて以来車イスに乗るようになりまし

た。病院に入院している時は朝７：３０

～１３：００まで私、１３：３０～１９：

００頃まで主人が付き添っていました。

その時まで元気に自転車に乗って走り

まわっていた毎日でした。病院で寝て

いる姿を見ていて、涙が出てきた事も

あります。本来私は前向きに考える様

にしていましたが、今回はちょっと

違った感じでした。２０日ぐらいたっ

た頃、ベッドのそばで便器に座らせる

時に足に力がなく立ち上がれない状態

でした。目の前がまっ黒になってしま

いました。入院から２週間、リハビリが

始まりました。最初は上手くいかず親子

でとまどっていましたが、本人にやる気

が少し出てきた様に思い表情もしずんだ

感じでしたが、少しずつ表情が変わって

来ました。それと同時にパソコンの練習

も始め介護士さんにジョークを言ったり

明るくなってきました。あれから３年、

電車に乗って大阪、神戸にと一人で行っ

たり親子で方々に出かけています。

　私たち親も後何年生きられるか分かり

ませんが、親子３人元気にがんばって行

きたいと思います。今年の目標。３人で

ハワイに行きます。

　　　　　　　　　　　　（下平　桂子）
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早天祈祷会   　　毎月１日午前6時30分から　    於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　 毎週日曜日午前9時から　　    於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　 毎週日曜日午前10時 45分から   於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　 毎月第1・3水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　 毎月第2・4水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会  毎月第３火曜日午前10時から   於：西宮公同教会集会室

　まだ西宮養護学校に在籍していた下平

浩三さんが教会や幼稚園に出入りするよ

うになったのは一体何年前だったのだろ

う、８０年代の前半でした。そしてたし

か８６年ごろにここでの「仕事」に就く

ことを希望されて、信徒伝道者という形

での勤務が始まりました。それからいろ

いろなことがあり、それは一言では語れ

ないほどの激動の時の流れだったと思い

ます。彼が誕生してからもきっとそう

だっただろうし、今もそうかもしれな

い。浩三さんは「あるがままに」の誌面

に自分で文章を書いていますが、浩三さ

んのことをもっと知ってください、とい

う思いで、ぜひ形にしてみませんかとお

かあさんにお願いしました。生まれたこ

ろのこと、地域の園や学校に入れたいと

がんばったけれど叶わなかったこと、で

も自分の意志で足でどんどん世界を広げ

ていった彼のこと、などなどわたしたち

が彼と出会う前のことを書いてほしい。

「浩三さんのことを知ってください」、８

０年代には運動会で子どもをおぶって走

ることもあったのに、年長さんの赤いな

わのロープは彼がリュックを背負って買

いに行っていたのに、キャンプへの参加

はもちろん、何を頼んでもどこにでだっ

て気軽に引き受けて行ってくれていたの

に、文中にあるとおり「２００４年９月」

から、その姿が少し遠のいてしまいまし

た。そんな浩三さんのことをその４０年

あまりをおかあさん書いてよ、書き残し

てよ、何十枚になってもいいからと「脅

しをかけた」のです。でも今思っていま

す、浩三さんの家庭にとってそれは別に

熱く語ることでもなんでもなく、実に

淡々と過ごしてこられたのだなというこ

とを。浩ちゃんが公同教会にこだわり、

ベッドでの長い時間ののちもまた事務所

に復活してきてくれて、今、彼なりにこ

だわるここでの時間を過ごしているこ

と、それらを特別に思うのはわたしたち

の一方的な思いでしかなく、これまでの

歩み同様、本人もご家族も淡々としてお

られるのかもしれません。浩三さんの事

務所復帰以来、ご両親と毎日顔を合わせ

てことばを交わすことができるのが、今

わたしたちに２０年を超えたところでの

プレゼントなのかもしれないとも思って

います。

　　　　　　　　　　　　（編集部より）

日本基督教団西宮公同教会集会案内
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　キリスト教という宗教の教祖とされる

イエスの生きたひとこまを描いたのがマ

ルコによる福音書１０章１３～１６節で

す。そこには「幼な子をわたしのところ

に来るままにしておきなさい。止めては

ならない。・・・」と書かれています。

そして「神の国はこのような者の国であ

る」とも書かれています。そんな子ども

というものを、ひとことで言うとすれば

“遊びが好き”ということになります。遊

びが好きだった、Ｔくんが亡くなりまし

た。入院する前も、入院してから病室の

ベッドでも、遊びが好きでした。Ｔくん

が、一昨日１月６日に入院先の阪大病院

で亡くなりました。子どもらしく遊びが

好きで、子どもらしく遊びが好きである

ことが何よりも尊重される至福（これ以

上ない幸福）をＴくんは生きることがで

きました。遊びが好きで、遊ぶことが尊

重されて生きる子どもたちのことを、イ

エスは「神の国は、このような者の国で

ある」と言っています。そのことはとり

もなおさず、遊びが好きなその子どもた

ちを尊重する大人に、「神の国は、そん

なあなたがたのようなものの国である」

と伝える言葉でもあります。

　“幼な子をわたしのところに来るまま

にしておきなさい”と言ったイエスが、

死んだ時の様子を描いたのが、マルコに

よる福音書１５章２９～３４節です。そ

の最後の様子の最後の言葉が「わが神、

わが神、どうしてわたしをお見捨てに

なったのですか」です。そんな問い、叫

びに、イエスの神は何一つ答えませんで

した。答えなかったのではなく、人が死

ぬ時、人の死というものの通らなければ

ならない時の、神と人との事実を示して

います。人が死ぬ時、人が死んで行かざ

るを得ない時、神はその事実に介入しな

いし、してはならないからです。ではな

ぜ、神は人を見捨てるのでしょうか。

　Ｔくんが亡くなった知らせと、Ｔくん

を送るにあたって、私どもにも役割があ

ることになった時、すぐに“まど　みち

お”の詩「ぼくが　ここに」が心に浮か

びました。お手元の式次第に記載されて

いる詩です。

　「・・・ぼくが　ここに　いるとき、ほ

かの　どんなものも、ぼくに　かさなっ

て、ここに　いることは　できな
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い、・・・」“ぼく”“Ｔ”は、“ほかのど

んなものも、ぼくに　かさなって、ここ

に　いることは　できない”子どもとし

て、子どもにとっていちばん大切な、遊

びが好きであることを尊重されて生きま

した。家族と過ごした日にも、“突然の

発病で入院生活を強いられる”ことに

なってからも、“ほかの　どんなものも、

ぼくに　かさなって、ここに　いること

は　できない”子どもとして。

　人が死ぬということは、神が見捨てる

ことです。そうして神が見捨てるのは、

その人が人であること“ほかの　どんな

ものも、ぼくにかさなって　ここに　い

ることは　できない”ことを何より尊重

するからのように思えます。神に見捨て

られなければ、死ぬということを、人は

完結できないのです。

　Ｔくんの「突然の発病で入院生活を強

いられる・・・」ことになった病気につ

いて触れておかなくてはなりません。発

病した病気の治療の為、２００７年７月

４日に骨髄移植手術が行なわれました。

大きな痛みを伴う骨髄の提供をされる方

があってはじめて可能になる治療です。

しかしこの治療は、たとえば６０兆個と

いう細胞の“塊”である人という生きも

のを相手に、その細胞の中でもいちばん

重要な働きをしている骨髄を取り替えて

しまう、まだ十分に進歩しているとは言

えない治療手段であるとも言われます。

その治療にＴくんは挑むことになりまし

た。自分以外の細胞の侵入に怒って暴れ

回るＴくんの細胞に、幼いＴくんの体と

病状は一進一退を繰り返すことになりま

した。“苦痛を和らげる”為に始まった

治療で苦しむ幼いＴくんが、“好転”す

ることを信じて、Ｔくんとご家族、阪大

病院のお一人お一人が力を尽くしてきま

した。

　Ｔくんが亡くなる３日前、１月３日に

阪大病院にお見舞いに行かせていただき

ましたが、会うことはできませんでし

た。そして３日後の１月６日にＴくんは

亡くなってしまいました。

　遊びが好きで、子どもらしく生きて、

突然の発病と治療に伴う苦痛の日々を生

きて、“つかれた”とも口にすることが

あったＴくんの“苦痛を和らげる”ので

はなく“苦痛を続けさせる”ことになる

かも知れない、ぎりぎりの境い目のとこ

ろで“もういい”という決断がなされ、

一人の幼い生命が終わりの時を迎えるこ

とになりました。そのようにして生き

て、そのようにして終わりの時を迎える

ことになった幼い生命のことは“この世

では、ほかには見られないだろうと思わ

れるくらい素晴らしい生命であった”

と、垣間見るほどのことしかできません

でしたが、あえて申し上げさせていただ

きます。人には“わが神、わが神、どう

してわたしをお見捨てになったのです

か”というよりない死の出来事であった

としても、一つの完結した生命の終わ

り、神の手にゆだねられることになりま

した。
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　人が死んだ時、大急ぎで送ることをし

ないで、一晩あるいは二晩夜通し死んだ

人に寄り添って過ごします。離れていく

ことの覚悟をするのには、死んで離れて

いくその人にも、その人を送る側の一人

一人にもそんな一晩、二晩が必要である

ことの了解の下に、前夜式というものを

行ないます。一夜が明け今日はＴくんと

別れる告別式です。ここに集まっていた

だいた皆様にお願いしたいのは、“耐え

られるだけ深く悲しんで、静かに自分の

胸に収めて”おられるご家族のおられる

ことに “耐えられるだけ深く悲しんで、

静かに自分の胸に収めて”心にとめるこ

とで見守っていただくことです。

（２００８年１月８日　

　　　　　告別式での式辞　菅澤邦明）

アアアアア     コココココ     ーーーーー     ククククク     ロロロロロ     ーーーーー     通通通通通     信信信信信（（（（（11111 １１１１１77777）））））

　新年おめでとうございます、という

には遅くなりましたが・・・。

クリスマスは多少のんびりと過ごした

いと思っていたのですが、予定外の、

沖縄の某教会でピンチヒッターを頼ま

れ慌てふためいたのです。雪のない沖

縄の、１０回目のクリスマス・新年を

迎え、そしてまた「１．１７」です。

私の同居人が「沖縄限定・通訳案内

士・韓国語」試験に合格しました。も

ともと「国土交通省」の管轄で「通訳

案内士」という国家資格があります。

外国から日本にやってくる観光客に外

国語で通訳・案内するわけで、例えば

韓国語を学んだものがその実力をはか

る試験の中で結構難易度の高い試験と

して知られていました。何より「日本

の観光」といっても、京都、東京、富

士山などなど範囲は極めて広いのです。

加えて文化や自然、地理や歴史の知識

も必要です。何より外国語の力（日本

語力ともいえる）はそれらを的確に伝

えるためにかなりのレベルが要求され

ます。実は同居人、何年か前に受験し

たのですが、あまりのレベルの高さに

無念の敗退を喫していました。法律が

改正され、「通訳案内士」の資格はその

まま残し、２００７年度から岩手県・
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長野県・長崎県、そして沖縄県が「地

域限定通訳案内士」の資格を認めたの

です。念のためにいえば、英語ができ

る人が英語で京都や神戸を案内するこ

とはできるでしょう。ただし、報酬を

もらって通訳案内することは、この

「通訳案内士」に限られ、違反すれば罰

則があるのです。誰もそんなことで捕

まったりはしないのですが、「通訳案内

士」の側は自負があるというわけです。

沖縄は、いうまでもなく観光県です。

年間５５０万人もの観光客が来ます。

ただ、「首里城」なんかをみて終わりと

いうのではなく、リピーターや海外か

らの観光客の誘致が必要であり、韓国

もそのターゲットです。ですから韓国

語の、沖縄での、通訳案内の整備は急

務です。なおかつ、沖縄は、独特の文

化や歴史、自然があり、それはそれで

膨大な知識が必要です。国もそれを前

提に「地域限定」を設定したのでしょ

う。２００８年度国土交通省は、行政

改革に逆行するかのように「観光庁」

を新設するとのことで、海外観光客１

０００万人を目標にするのだそうです。

ともあれ、三人の韓国語・合格者の一

人となったわけです。おかげでという

べきか、急にいろいろな仕事が入って

きました。私でさえ行ったことのない

大東島や久米島なんかにも通訳で行っ

たのです。久米島は、ダイビング講習

受講韓国人のツアー対応で、アゴアシ

付きで、しかも彼らが海にもぐってい

る間は、自分が久米島観光できるとい

うとんでもなくおいしい仕事だったよ

うです。うらやましいともいえるので

すが、のべつあるわけではなく、なお

かつ、自分ではやらないゴルフ客や

フィールドワークなどはそれなりの用

語をチェックしなければならず、突拍

子もない質問や逆に専門的な指摘など

それなりに悔しい思いもしているので

す。まあ、学びと実践で積み上げるし

かないのですが。

年末・年始は自分と同居人のお祝いを

かねて、４日間でパスポートのスタン

プ１０個という旅をしてきました。中

華三昧プラスポルトガル料理がメイン

でしたが、おいしかったのはスイーツ

でした。格安ツアーだったので、現地

ガイドがバスの中でも物売りに励むと

いうトンデモ旅だったのですが、場所

的にはよく、加えて博物館・美術館な

どに行けなかったので、近いうちにも

う一度と思っているところです。旅も

格差社会で子供を三人、四人連れての

比較的若い家族や免税店で大量に買い

物する人などや我々のように買い物な

どには何の興味もないものと見事に分

かれていました。「ガイドの仕事」をあ

らためてみると、笑わせ、クレームを

処理し、食事や移動の確認など「説明」

だけではすまない仕事のほうが多く、

語学もその時の流行語まで確認しなけ

ればならないようで、同居人にそんな

ことができるかは疑問なところです。

　（沖縄・与那原・愛の園　後藤　聡）
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　「そ～れ！」「いくぞ～！！」のかけ

声と共に幼稚園に力強い太鼓の音が響

き渡りました。

まずは、園長先生と順子先生が叩きま

す。その迫力を引き継いで、教師たち

もバチを持ちます。教師たちの次は、

いよいよ年長さんの出番です。足を大

きく開いて両手にしっかりバチを持

ち、太鼓を叩く姿はとってもたくまし

くてかっこいいんです☆周りのお友だ

ちの「そ～れ！」の声に、「いくぞ

～！！」と気合を入れて、２人ずつ向

かい合って叩いていきます。力強く

堂々と叩くお友だちもいれば、歯を食

いしばって、顔を真っ赤にしながら叩

いているお友だちもいます。でも、ど

の子の顔も真剣そのもの！それを周り

で見ていたさんぽさん・らったさん、

そしてっぽっぽさんは、見えないバチ

を持って必死に腕をふっています。憧

れの年長さんになる日を夢見ている、

みんなの姿はとってもかわいかったの

でした。「ドン！ドン！ドン！」この

太鼓の音で３学期がスタートしまし

た。

　日に日に寒さが増していくこの時期

ですが、子どもたちは竹馬にけん玉、

こまなど、この時期ならではの遊びを

楽しんでいます。年長さんになると、

ただ遊ぶだけではなく、いろいろな技

「「「「「いいいいいよよよよよいいいいいよよよよよ３３３３３学学学学学期期期期期がががががスススススタタタタターーーーートトトトトしししししままままましししししたたたたた！！！！！」

　　　　　　　　　　　

を磨いて、私たち大人を驚かせてくれ

るのです。けん玉をしながら歩いてみ

たり、こまをひょいっと手に乗せてみ

たり～。そんな年長さんを見ながら、

ぽっぽさんも見よう見まねでこま回

し。ひもを巻くところから大変な作業

です。また、下の学年の子どもが竹馬

に乗っているのを、年長が支えてあげ

る、という場面が見られることもあり

ます。さんぽらったさんはなわとびに

夢中☆このなわとびも、やっぱりお兄

さんお姉さんが跳んでいるのを見てま

ねをするところから始まります。そう

やって、他の学年の子どもたちの遊ぶ

様子を見て、そこからいろんなものを

吸収したり、関わったりしながらそれ

ぞれに成長していく子どもたちです。

　1月17日は大地震子ども追悼コン

サートに全員で出かけました。ゲスト

の中村朋子さんやnao-shinの歌を聞い

たり、一緒に歌ったりと、素敵なひと

ときを過ごすことができました。この

日は雪が降るほどの寒さだったのです

が、子どもたちは本当に元気いっぱい

の歌声を聞かせてくれました。震災か

ら13年。震災では514人もの幼い命が

奪われたと聞いています。今、こうし

て子どもたちと過ごせる毎日が決して

当たり前のものではないことを考えさ

せられました。また、冬休みにはらっ
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たぐみのこどもが天に召されました。

子どもたちみんなで歌を歌って見送り

ました。命の尊さについて考える機会

を与えられ、毎日子どもたちの笑顔が

あることに心から感謝したいと思いま

先日、津門川塾に初めて参加させていた

だきました。途中からの参加だったので

すが、集会室に入るとまず森栗先生の熱

弁が聞こえてきたのです。確かその時は

外国のスライドを見ながら～のお話だっ

たように記憶しています。その瞬間、私

の心は完全に掴まれました！なんて心ひ

か れ る 熱 弁 な ん だ ～ ！ っ て 。

内容は駅前の路上駐輪や一般車の侵入、

車やバイクや自転車、歩行者がごちゃま

ぜで道路を通っている…など、西北の交

通ルールの問題点に関することでした。

日頃子どもたちとお散歩で歩いていて、

危ないなぁ～と感じたこともあったし、

私自身が駅へ向かう時に駅前の道で車に

クラクションをならされたり、そんな経

験もあったので、とても納得させられま

し た 。 ( 半 分 笑 い 、 半 分 納 得 )

　そして…新年があけてのいつだった

か、幼稚園の前の道に看板がかけてある

　　　　　“““““津津津津津門門門門門川川川川川塾塾塾塾塾ににににに参参参参参加加加加加しししししててててて”””””

大切な贈り物・津門川　６５

のを目にしました。『本当に実現させる

んだぁ！』と驚き、喜び、感心 …。

きっと、私が出席させていただいたあの

日の津門川塾までに、何度も何度も話し

合ったり行動したり～があっての実現な

のだと思いますが、そんな風に現実のも

の に し て し ま う な ん て … ！ ！

　子どもたちと過ごす私たちにとって、

毎日の登園やお散歩が安心してできるよ

うになることに、感謝の思いでいっぱい

です。

　　　　　　　　　　　　（藤原　紘子）

した。そんな子どもたちの笑顔に支えら

れながら、今年も毎日がワクワクでいっ

ぱいの豊かな時間を子どもたちと過ごし

ていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　(山﨑　由貴)
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今月のあ今月のあ今月のあ今月のあ今月のあ・・・・・そそそそそ・・・・・びびびびび
“““““凧凧凧凧凧揚揚揚揚揚げげげげげ・・・・・たこあげ”たこあげ”たこあげ”たこあげ”たこあげ”

毎年一月末に“凧揚げ大会”で武庫川

の河川敷に集まります。今年は１月２６

日（土）です。

　昨年は、超大型と大型の“ぐにゃぐ

にゃ凧”が揚がりましたが、両方とも揚

げるのに使ったひもが弱かったり、足ら

なかったりして、凧揚げを貫徹すること

ができませんでした。

　ぐにゃぐにゃ凧は、変形６角形のポリ

シートに左右２本の棒を固定するだけの

作業は簡単で、とてもよく揚がる凧で

す。子どもたちが作る場合は、図面の大

きさに切ったポリシートに、径４ミリの

竹ひごをセロテープではりつけ、思い思

いの絵を描いて、６角形の左右の両はし

に凧糸を取り付ければできあがりです。

ぐにゃぐにゃ凧のいいところは、２本の

棒でぐにゃぐにゃ巻けば持ち運びが便利

なこと、“糸目”が一つで、一本の糸で

揚げてしまえることです。どんな凧も、

凧がよく揚がる為には、“バランス”が

とれていることが条件になります。ぐ

にゃぐにゃ凧は、そんなに苦労しなくて

もバランスの面でも、作りやすい凧なの

です。

　昨年はお父さんたちがぐにゃぐにゃ凧

の超大型に挑戦し、あんな大きなものが

と思う凧が、たいした風もないのに揚

がってしまいました。残念だったのは、

凧揚げのための“万全”の備えができて

いなかった為、貫徹できなかったことで

す。その一つは“糸”です。超大型の場

合、糸というよりロープなのですが、

ロープが細かった為、糸はちぎれてしま

いました。凧揚げを貫徹する為には、必

要な太さのロープ（糸）を、揚がる限り

の長さ用意して挑むのが、正しい“凧揚

げ道”なのです。凧揚げでもう一つ大切

なのがロープ（糸）巻きです。凧揚げは、

ただ揚げるだけではなく、風に乗って揚

がった凧がその時の風向きや風の強さな

どでバランスが崩れたりすることがあっ

て、その調整が必要になります。その時

の糸を張り具合を調整するのに必要なの

がロープ（糸）巻きです。凧揚げは、気

まぐれな風を相手に、時には大急ぎで

ロープ（糸）を伸ばしたり、巻き取った

りする為にできるだけ大型のロープ

（糸）巻きを用意します。そして強い力

で、時には急激に伸ばしたり、巻き取っ

たりする時の手や指をやけどしたり、

切ってしまったりすることがありますか

ら、必ず手袋（軍手）を用意するのが、

“凧揚げ道”のたしなみなのです。

　２００８年１月２６日（土）午前９時

頃から阪急神戸線の北の武庫川右岸の河

川敷で、“凧揚げ”をしています。
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　2007年1月　あんなこと　こんなこと…

  ・ 1月   1日（火）午前6時30分～、早天祈祷会
  ・ 1月　 1日（月）午前11時～、新年礼拝
  ・ 1月　 7日（月）午後6時～、故谷口大樹前夜式
  ・ 1月   8日（火）午前10時～、故谷口大樹告別式
   ・ 1月　 8日（火） ゆっくりと聖書を読んでみませんかは休会
  ・ 1月  12日（土）午前11時～、教会学校教師会
  ・ 1月  17日（木）午前10時15分～、大地震子ども追悼コンサート
  ・ 1月  18日（金）午前10時～、
　　　　　　　　　美術家松谷武判と子どもたちが創り出す“未来と希望”
  ・ 1月  26日（土）午前10時～、幼稚園・教会学校たこあげ大会
  ・ 1月  29日（火）午後5時～、教会学校教師会

◇にしきた商店街…
  ・ 1月 　6日（日）川掃除　
  ・ 1月　11日（金）西北活性化連絡協議会
  ・１月　16日（水）商店街役員会
  ・ 1月  19日（土）街づくり勉強会
  ・ 1月  29日（土）にしきた街舞台実行委員会

◇アートガレーヂ
　・ 毎週土曜日15時～17時開室日
  ・ 1月　15日（火）丹波野菜市
　・ 1月  10日（火）アートガレーヂ新年会
  ・ 1月　22日（火）アートガレーヂ運営委員会

◇関西神学塾
　・  1月  11日（金） 午後7時～9時　 講師　桑原重夫　使徒行伝を読んでみよう（29）
　・ 1月  18日（金）午後7時～9時　 講師　勝村弘也　ヨブ記釈義（5）
　・ 1月  25日（金）午後7時～9時　 講師　田川建三　マルコ福音書註解（中）（45）
  ・　2月　8日（金） 午後7時～9時　講師  桑原重夫　使徒行伝を読んでみよう（30）
　・ 2月  15日（金）午後7時～9時　 講師　勝村弘也　ヨブ記釈義（6）
　・ 2月  22日（金）午後7時～9時　 講師　田川建三　マルコ福音書註解（中）（46）
　・ 2月  29日（金）午後7時～9時　 講師　岩井健作　「岩井健作」の宣教学（56）
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　　　教会学校から　　　　　　　　　　

　　
《12月の活動予定》
◇12月 2日（日）
　作って食べる
　のびる焼き風を食べる

◇12月 9日（日）
　ちょっといいこと
　クリーン大作戦に参加する

◇12月 16日（日）
　ちょっといいこと
　幼稚園の先生に遊んでもらう

◇12月 18日（火）
　合同子どもクリスマス会

◇12月 23日（日）
　クリスマス祝会

◇12月 24日（月）
　キャンドルライトサービス
　みんなで歌うクリスマス

《1月の活動予定》
◇1月6日（日）
　カルタ大会

◇1月13日（日）
大地震記念の日追悼礼拝で合同

◇1月20日（日）
　たこつくり

◇1月26日（土）
　たこあげ大会

◇1月27日（日）
　冬の遊びを遊ぶ！
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　　　　　　　　　　 まままままいいいいいのののののなななななんんんんんでででででももももも案案案案案内内内内内

　あけましておめでとうございます。今

年もよろしくお願いします。もう松の内

はとっくに過ぎましたけれども敢えて新

年のご挨拶。期限なんて破るためにあ

る、が、モットーの２１歳女子大生の舞

ですこんにちは。今日も締め切り当日で

す。実は年始に、久しぶりに公同教会に

お邪魔しまして、ていうか挨拶しようと

思って伺ったんですけどね、とりあえ

ず、門のところのミッフィーの朽ち具合

に、年月を感じました。だってあの子、

あたしが幼稚園のときはあ●ひ銀行でア

イドルだったんですよ？ショーウィンド

ウの中の箱入り娘、幼稚園児からしたら

高嶺の花だっったんですよ？で、あ●ひ

銀行がり●な銀行になると同時に幼稚園

に身請けされ（これが筆者が高１ぐら

い）、雨にも負けず風にも負けず・・・。

まさかこんな姿になろうとは。でも彼女

（だよね多分）は幸せだと思います。

　さて、そういうわけで挨拶に伺いまし

たらね、何やらこの連載、なかなか好評

らしく、むしろ筆者がどんな人間だと話

題騒然だとか。（←嘘）ということで今

回のカットは自画像チックです。あくま

でチックです。人目に見られるように修

正済みなんで、脳内でブサイク３割増し

ぐらいにしてご覧ください。

　そして、相当遅くなったのですが、み

れなさんご結婚おめでとうございま

す・・・！！！！思えばねっこさん時代、

園長の家に泊まりに行ったときに一緒に

お風呂に入ったこともあるのです。後の

公同キャンプでは、そのおにぎりを握る

上手さに感動しました。そんなお姉さん

が結婚・・・わたくしも、もう、おめで

とうございますの前に羨ましいという言

葉が出てしまう年齢になりましたけれど

も、幸せな結婚生活をお祈りしておりま

す！そしてあやかれるように頑張りま

す。だって、ちょうどこないだ、私の好

みにクリティカルヒットな有名人、

KREVA（「守り人シリーズ」を実写映画化

するならヒュウゴはこの人だと信じてま

す）が結婚されまして。心の喪中なんで

す。いや、別に結婚できると思ってたと

かじゃなくてさ。なんちゃって仮想失

恋。バーチャルロストラブ。英語にして

も何もカッコよくない。ま、そんなわけ

で今回は紹介というよりはエッセイ風味

に書き綴っております。私の日常をもっ

と皆に知ってほしいの！！みたい

な。・・・テンションがおかしいのはい

つもの事です。

　さて、そんなわたくしですが、一応テ

スト期間なのです。気がつけば半分ぐら

い終わってたんですけど、一応文学部生

として色々受けてるんです。先日の英文

学のテストでは

「シャーロック・ホームズとブラウン神

父について特徴を比較しながら書きなさ

い」という論述に、嬉々として取り組み

ました。どちらも推理小説の有名な探偵
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ですね。まぁ、個人的な好みにより、文

章の長さとか詳しさとか力の入れようと

かが、ホームズ：ブラウン神父＝７：３

ぐらいだったけど、単位は来ると思いま

す。ていうかホームズの格好良さについ

て、あんな正式に語る日が来るとは思わ

なかったです。頭抜群にいいし、基本的

に愛想ないけど友達（ワトソン）には優

しいし、背ぇ高くて痩せててハンチング

にマントにパイプで、アヘンもやるけど

変装もうまくて、武術の心得もあって更

にバイオリンも弾けちゃったりして・・・

素敵すぎますよー！て。

　一人暮らしてから、無意味に人の死ぬ

話は読まなくなりましたが、海外ミステ

リは家にあった分（母の昔の趣味）は読

んでます。家にあったのはクリスティと

ドイルとクイーンでした。でもその３人

については原作邦訳合わせればほぼ全部

あったので、妙な詳しさです。特にお気

に入りだったのは、クリスティの短編の

中でも変り種（ていうかマニアック）で

ある、パーカー・パイン事務所ものと、

クィン氏もの。人の死なない事件と、怪

奇系、という邪道好み。いや、読む分に

はポアロもマープルさんも面白いんだけ

どさ。ミステリが特に好きというわけ

じゃないんですよねー。途中でトリック

が知りたくなっちゃう駄目な子です。要

はミステリ向きじゃないんだな。

あと、意外とも言われるんですが、意味

なく怖いのが本当に駄目です。かわい子

ぶる、とかいうレベルじゃなくて怖がり

なので、意図的に読みません。ホラー系・

グロ系問わず、怖くて本にすら触れない

ことになります。読んだ後、一週間は机

の上に放置です。（実話）見せたい人、読

ませたい人は、責任とって１ヶ月はあた

しと四六時中行動するという保証サービ

スの覚悟をしてください。はい。非常に

まとまりなく、オチもなく恐縮ですが、

今年もこんな調子でやっていきますの

で、是非お付き合いくださいませ。

　　　　　　　　　　　　（高橋　舞）



14

つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　１９９５年１月１７日の、兵庫県南部大地震か

ら１３年経ちました。たくさんの命が奪われ、

失った生活の再建はたやすくありませんでした。

　大きな自然災害が起こった結果、そのことの

“教訓”が語られ、”備え”があれこれ提案されて

きました。教訓やそれに備える意識としての“連

帯感”や、“公共意識”のことなども議論されて

います。

　でも、この地域でだったら、多分これから先忘

れた頃の未来にもう一度必ず起こる大きな自然災

害の、教訓や備えはもちろん、連帯感や公共意識

も役に立たないように思えます。多分、その時の

大きな自然災害は、教訓にして備えている人の力

を越え、たぶん甘ったるい連帯感や公共意識を

吹っ飛ばしてしまうに違いありません。それより

何より、１９９５年１月１７日に、Ｍ７．３、震

度７の地震が起こったにもかかわらず、それを

“教訓”に“備える”ことで、都道府県などが見

直すことになった、防災計画で想定されている震

度は“６強”です。

　ですから、“教訓”や“備え”“連帯感”や“公

共意識”より何より、それが起こってしまった時

に、たぶんあわてふためくであろう自分のことを

覚悟することであるように思えます。       (K)

　先日、誕生日を迎えました。その当日、子ども

たちからも「おめでとう！」の言葉をもらいまし

た☆家族で食事に行ったり、懐かしい友人からお

祝いのメールが届いたり、素敵なカードでお手紙

をいただいたり。昔のように一つ年を重ねるのは

そんなに嬉しくはありませんが、「おめでとう！」

のお祝いはいつになっても嬉しいです☆    （N）

　１月１３日の大地震追悼記念礼拝や、１月１７

日の大地震子ども追悼コンサート、そして礼拝と

１３年前のあの大地震について考える機会が与え

られました。私は大阪に住んでいるので、被害は

ほとんどありませんでしたが、公同にきて、こう

して多くのことを感じ、学ばせていただいている

ことに感謝します。失われた多くの命を覚え、

日々、幼い命と真剣に向き合って過ごしたいと思

います。                                （Y）

　先日、近くの小学校のとんどまつりに子どもた

ちと参加しました。たくさんの人たちがいる中、

私の方をジーッと見る人がいます。そばには同じ

ように園児の姿が。ん？と思って見つめ返してい

るとみるみるうちにその人の目が大きくなってい

くと同時にえーっ！？と２人で叫んでいました。

実は中学、高校の同級生で卒業して以来の再会

だったのです。１０年以上も会ってないのに気付

いてもらえた事も嬉しかったし、同じ仕事をして

いる事もとても嬉しかったです。一瞬で昔に戻っ

たような感覚がして懐かしさでいっぱいになりま

した。近くにいることもわかったし、またどこか

で会えるといいなぁ～。なんだかすごく暖かな再

会でした。　　　　　　　　　　　　　　　 (I)

  公同通信を発行する「裏の仕切り屋」はわた

し。何としてでも期日を守りたいのに、ささやか

なその願いに非協力的ならず、邪魔してるのかと

思うほどの原稿提出の遅さ。とうとう、ずっと１

２月冬休み前には発行していた１月号が年明けて

こんなになって発行にこぎつけるということに。

怖いものなしに (一見ですよ )見えるこのわたし

ですら、どうにもならないのですから、しかしご

めんなさい。とはいえ、この原稿の提出が一番最
後、まあわたしもたいしたことはない、それにこ
のわたしも某誌の原稿提出には全くもって迷惑を

かけているという前科者ではあります。

　さびしいニュースで始まった２００８年、さび

しいながらにもそのことでまた人と人がつなが

る、そこに温かい時間が流れ、人という字、よく

言われる双方から支えあっているその字の成り立

ち、それを思わせられてちょっと元気になれると

いう時の流れだったようにも思います。心して生

きよ、そうつきつけられて新しい１年が始まりま

した。今年もこの通信をよろしく。         (J)
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